
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

『たきかわ菜の花』  
滝川市は約30年前ナタネ栽培が盛んになり、現在では日本有数の作付面積を誇ります。

開花時期の5月中旬～6月上旬には、丘陵地を彩る鮮やかな黄色の花を見るため、国内外

から多くの観光客が訪れます。滝川市内最大のイベントとなる「たきかわ菜の花まつり」で

は、メイン会場となる菜の花畑会場に展望台を設置。北海道感動の瞬間（とき）100選にも選

ばれた滝川市の美しい菜の花を存分にお楽しみいただけます。 
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2023 年３月に着任しました神吉和重（かんきかずしげ）です。専門は循環器外科です。出身は

広島県江田島市、卒業は防衛医科大学（所沢市）、１１年間の自衛隊勤務の後、ドイツベルリン心臓

センターで心臓外科専門医を取得、帰国後は岡山大学、札幌医科大学、市立札幌病院、新札幌循環

器病院などで主として心臓や血管の手術に従事してきました。 

これまで当院では循環器診療を行っておりませんでしたが、今後は循環器科として、生活習慣

病（高血圧、コレステロールの異常、メタボ症候群など）、心不全診療（胸が苦しい、どきどきする、

疲れやすい）などに対応してまいります。心臓の手術は行いませんが、下肢静脈瘤の短期入院手

術（１泊２日）を行っています。下肢の血管拡張、むくみやだるさ、冷えやこむらがえりなどを心配

される方はどうぞお気軽にご相談ください。 

趣味はランニングと魚釣り、家庭菜園など。100ｋｍウルトラマラソン完走の経験を生かして、

地域のみなさまのところへ訪問診療にも伺います（その時は病院車ですが）。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

＊神吉医師の外来診療は、原則予約制とさせていただいています。受診をお考えの患者様は、 

お電話にて当院へお問い合わせください。 

また、神吉医師の着任に合わせて、最新のCT装置も導入されています。  

CT装置が2023年3月より新しくなりました。 

≪Ｃａｎｏｎ製 80列マルチスライスCT  Aquilion Prime SP≫を導入 
 

当院のこれまでのCTは 16列CT でしたので、大幅なバージョンアップがされました。 

これまでの当院のCTでは 「息止め時間が長くて大変！ツライ！」と感じておられた方も多いの

でないでしょうか？今回導入した80列CTでは検査の息止めも大幅に短くなりました。 

従来の 16列CT 胸部CTの息止め時間 約10秒 

今回の80列CT 胸部CTの息止め時間 約 3秒 

＊検査範囲よって息止め時間は変動します 

検査の息止め時間だけでなく、画質など検査結果についても大きく強化されており、これまでの

CTではできなかった心臓の検査や大腸の検査も可能となりました。 

患者様の身体的負担の軽減と医師の診察の補助が期待できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
     これまでのＣＴ装置の画像（心臓）                 新しいＣＴ装置の画像（心臓） 

新 任 医 師 の ご 紹 介 
循環器外科部長 

神吉
かんき

 和重
かずしげ

 医師 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄砂と花粉症 
  

今年の4月初めには、札幌市内でも黄砂が飛来しました。 

春は黄砂が飛びやすい時期です。 

 

 黄砂とは中国大陸の内陸部の砂漠から、砂などが偏西風に 

乗って日本に飛来し大気中に浮遊あるいは降下する現象です。 

黄砂が直接、アレルギーの原因物質にはなりませんが、 

同時期に飛ぶ花粉と重なり、アレルギーを誘発したり 

症状を悪化させる原因になります。 

5月よりコロナウイルス感染症の分類が5類（インフル 

エンザと同等）となり、マスク着用も任意となりましたが、 

体調に合わせた予防策をして健康に過ごしましょう。 

健康に関することで疑問・不安があれば早目の受診を 

お願いします。 
                          

土曜日の外来診療日程について 

第2土曜日・4土曜日実施 
※救急・新患外来は受付していません 

（第 1，3，5土曜日は休診） 
ご理解とご協力をお願いいたします。 

救急・新患外来のご案内 
 

新型コロナウイルス感染症が5月より5類感染症扱い 

となり、当院で実施していた発熱外来は、救急・新患外来 

に変更となっています。 

発熱や風邪症状のある方は、救急・新患外来での診察と 

なります。 
 

【救急・新患外来 受付時間】 

平日 （土・日・祝日を除く） 13時30分～16時30分 
 

事前予約制ではありませんが、症状についてのご相談や、 

ご不明な点がある場合は事前にお電話ください。 

医師は交代制で担当致します。 

 

※コロナウイルス感染症に関する診療・検査は5月より 

通常診療と同様の扱いになっています。料金については 

受付へお問い合わせください。 



 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

鬼に変装したスタッフに「鬼は～そと

～！」「福は～うち～！」と豆を投げつけ、 

鬼もたまらず「やられたー！」 

皆さん楽しそうに豆まきや、お菓子を食

べてらっしゃいました。イベント会場まで

来られない患者様の病室にもお邪魔して

記念撮影もしましたよ         

2023 年最初の緩和ケア病棟イベントはお
正月の獅子舞です。獅子舞には「人の頭を

噛むことで、その人についた邪気を食べ

る」という言い伝えがあります。というこ

とで患者様の頭をガブリッ！病室にもお

邪魔してガブリッ！患者様もスタッフも

笑顔溢れるイベントとなりました。 

今年の永年勤続表彰では、勤続20年が1名、勤続10年を迎え

る職員が 6 名となりました。患者様や地域医療貢献のため日々

ご尽力頂きありがとうございます。これからもより良い病院を

目指して頑張っていきましょう！ 


